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２０２０年度 TIA 連携プログラム探索推進事業「かけはし」 

調査研究報告書（公開版） 
 

【研究題目】 

ピンポイント視診のためのカプセル内視鏡の開発 

【整理番号】 

TK20-040 

【代表機関】 

筑波大学 

【調査研究代表者（氏名）】大河内信弘 

 

 

【TIA 内連携機関：連携機関代表者】 

産総研：魯健 

東京大学：伊藤寿浩 

物質材料機構：細田奈麻絵 

 

 

【TIA 外連携機関】 

国立研究開発法人 農業・食品産業技術総合研究機構 

株式会社 OR テック 

 

【報告書作成者】        【報告書作成年月日】 

大河内信弘           2021 年 3月 22 日 

 

【連携推進（具体的な連携推進活動内容とその活動の効果等）】 

 

現状の能動型カプセル内視鏡は外部磁場下で位置制御を行うために長時間被験者が拘束されるな

どのデメリットがあり、また得られる情報も可視光から得られる画像情報のみである。本研究で

は被験者を長時間拘束する必要が無く、必要な場所での滞留技術と位置同定に関する調査研究を

おこなった。さらに可視光に加え近赤外光を利用することにより血管の可視化技術についても調

査し、これらの結果について下記の研究会において意見交換を行い連携活動を行った。 

 

 ・精密工学会 MEMS 商業化技術専門委員会「IoT 製造技術」研究会セミナー 

日程：2020 年 7 月 30 日 （木） 

形式：WEB 会議   

 

  セミナー題目等 

   14:30 「ナノマイクロロボティックスのバイオ医療応用」 

        電気通信大学／北京理工大学 教授 新井 健生 

    15:00 「畜産分野における近赤外分光法の応用」 

        国立研究開発法人 農業・食品産業技術総合研究機構 

        畜産研究部門 家畜代謝栄養研究領域 豚代謝栄養ユニット 甘利 雅拡 

    15:30 「マイクロ・ナノ技術の次世代医療技術への応用」 

        慶応義塾大学 教授 三木 則尚 

 

・研究プロジェクト内研究会（非公開、WEB 会議） 
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日時：2021 年 2月 1 日 

 

議題 

14 時 開会、ご挨拶と自己紹介（筑波大学 大河内先生、細田先生、魯先生、東北大 吉田先

生、中村先生、宮口先生） 

14:15 プロジェクトの簡単なご紹介 産総研 前田 

14:30 ご講演「胃酸発電による飲む温度計」 東北大学 吉田先生 

15:00 ご講演「飲み込みデバイスの歴史と最新動向」東北大学 中村先生 

15:30 話題提供「位置同定デバイス、動物モニタリングデバイス（牛、サル）産総研 魯 

15:50 今後の方針議論 

16:30 閉会 

 

まとめ： 

 

・カプセル内視鏡の開発の課題 

 大腸や胃は既存の技術で検査が可能であるので特に小腸を検査できるものが期待は大きいもの

の、小腸の疾患のニーズは現状では少ない可能性がある。 

・飲み込み型センサ 

胃酸で発電して深部体温を計測、現状ではニッチなニーズ中心であるが、赤ん坊の深部体温モニ

タリング用途のような有望な分野があるのではないか。外国の類似品に対し競争力があり、今後

が期待できる 

 

 

【調査研究内容（実験等中心に背景・課題と実行された課題解決の内容と結果）】 

 

 

・システムの大きさおよび重さは 10mm 径、30mm 長さ、数グラム程度以下を目指す 

・既存の製品（オリンパス製）は外部磁場で位置を制御するが大掛かりな装置が必要となるた

め、任意の場所あるいは一定間隔で停留してその位置と画像の取得が必要。本年度は加速度セン

サのみによる位置測定誤差の見積もりを行った。同時に加速度センサのみではセンサ出力のドリ

フトで計測が難しいと予想されるため、磁気ジャケットを装着して、磁気センサで位置を同定す

る手法、超音波による位置同定等の手法の比較を行った。 

 

 

 

 

【今後の活動予定】 

 

健康志向の高まりから、ターゲットとして腸内フローラのモニタリングも有望ではないか。その

ためのサンプリングの容易性や安全性の課題解決が必要。「かけはし」プロジェクトに東北大学

さんも加わっていただき、連携を進める。 

現在医学の分野では消化器疾患だけでなく、代謝疾患、免疫疾患、神経疾患など広い分野で腸内

細菌叢の影響があるとの報告が多数出ており、人での検討はサンプリングの問題で進んでいな

い。カプセルで腸内のサンプリングができれば、健診、人間ドックでの使用が期待でき、市場性

は有望である。 

今後は腸内細菌叢のモニタリングを軸に研究開発の提案を進めたい。 

 

以上 


